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理
　
事
　
長

就
任
の
ご
挨
拶

　
組
合
員
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、平

素
か
ら
丹
後
機
業
の
振
興
発
展
と
組
合
の
諸

事
業
運
営
に
格
別
の
ご
協
力
ご
支
援
を
賜

り
、厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　
こ
の
度
、理
事
長
と
し
て
三
期
目
の
重
責

を
拝
命
い
た
し
ま
し
た
。改
め
ま
し
て
、身
の

引
き
締
ま
る
思
い
と
と
も
に
役
員
・
職
員
の

皆
様
と
力
を
合
わ
せ
て
産
地
を
取
り
巻
く
難

局
に
立
ち
向
か
う
所
存
で
す
の
で
、皆
様
の

更
な
る
ご
協
力
と
ご
支
援
を
賜
り
た
く
存
じ

ま
す
。

　
さ
て
、昨
今
の
世
界
情
勢
は
か
つ
て
な
い

ほ
ど
に
複
雑
さ
を
増
し
て
お
り
、地
政
学
的

リ
ス
ク
の
高
ま
り
や
グ
ロ
ー
バ
ル
経
済
の

不
確
実
性
、急
激
な
円
安
、エ
ネ
ル
ギ
ー
価

格
の
高
騰
、そ
し
て
気
候
変
動
へ
の
対
応
と

い
っ
た
課
題
が
我
々
の
産
業
活
動
に
も
少
な

か
ら
ぬ
影
響
を
与
え
て
い
ま
す
。加
え
て
、AI

技
術
の
急
速
な
進
化
や
デ
ジ
タ
ル
ト
ラ
ン
ス

フ
ォ
ー
メ
ー
シ
ョ
ン
の
加
速
も
、産
業
構
造

に
大
き
な
転
換
を
迫
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
う
し
た
時
代
に
お
い
て
、丹
後
ち
り
め

ん
を
は
じ
め
と
す
る
我
々
の
織
物
文
化
は

千
三
百
年
以
上
に
わ
た
り
受
け
継
が
れ
て
き

た
日
本
の
誇
る
べ
き
伝
統
で
あ
り
、世
界
に

誇
れ
る
無
形
の
財
産
と
し
て
国
内
外
よ
り
高

い
評
価
を
受
け
て
い
ま
す
。し
か
し
、そ
の
反

面
、和
装
需
要
の
減
退
や
構
造
的
不
況
に
加

え
携
わ
る
従
事
者
の
減
少
、高
齢
化
に
よ
る

技
術
継
承
の
課
題
や
織
機
等
設
備
の
老
朽
化

に
よ
る
生
産
基
盤
の
弱
体
化
な
ど
厳
し
い
状

況
が
長
く
続
い
て
い
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
情
勢
の
中
で
、我
々
丹
後
織

物
業
界
は
地
域
に
根
ざ
し
た
伝
統
と
技
術
を

守
り
つ
つ
も
変
化
を
恐
れ
ず
時
代
の
要
請
に

応
じ
た
進
化
を
遂
げ
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
て

お
り
、常
に
未
来
を
見
据
え
た「
稼
ぐ
産
地
」

を
目
指
す
取
り
組
み
が
必
要
で
あ
る
と
考
え

て
い
ま
す
。組
合
と
し
て
も
、日
本
文
化
の
美

意
識
と
技
の
粋
を
体
現
す
る「
丹
後
織
物
」の

魅
力
を
発
信
す
べ
く
工
場
見
学
を
通
じ
て

体
感
し
て
い
た
だ
く
取
組
み
を
は
じ
め
、グ

ロ
ー
バ
ル
な
視
点
か
ら
再
定
義
し
て
国
内
外

に
向
け
て
発
信
す
る
こ
と
も
重
要
な
使
命
で

あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。伝
統
を
守
る
だ
け

で
な
く
、新
た
な
価
値
を
創
出
し
続
け
る
産

地
と
し
て
次
世
代
に
確
か
な
未
来
を
手
渡
す

責
任
を
果
た
し
て
ま
い
る
所
存
で
す
。そ
の

中
で
、加
工
場
の
運
営
は
組
合
の
根
幹
の
事

業
で
あ
り
そ
れ
を
し
っ
か
り
と
継
続
す
る
た

め
に
も
、策
定
し
た「
産
業
振
興
プ
ラ
ン
」を

具
現
化
で
き
る
よ
う
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま

す
。

　
組
合
は
、個
々
の
企
業
が
単
独
で
は
成
し

得
な
い
こ
と
を
可
能
に
す
る
"連
帯
の
力
"

の
象
徴
で
す
。組
合
員
同
士
の
連
携
、異
業

種
・
異
分
野
と
の
共
創
、そ
し
て
行
政
等
と
の

連
携
を
一
層
深
め
、産
地
全
体
の
価
値
向
上

を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　
今
後
と
も
、丹
後
織
物
の
更
な
る
飛
躍
と

持
続
可
能
な
発
展
の
た
め
、組
合
員
各
位
の

変
わ
ら
ぬ
ご
支
援
と
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ

う
、切
に
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
と
と
も
に
、

皆
様
の
益
々
の
ご
健
勝
と
ご
発
展
を
心
よ
り

祈
念
申
し
上
げ
、再
任
の
ご
挨
拶
と
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。



　

去
る
５
月
30
日
開
催
の
通
常
総
代
会
に
お
い
て
、同
総
代
会
を
も
っ
て
任
期
満
了
と
な
る
役
員
の
改
選
を
行
い
、理
事

13
名
・
監
事
３
名
が
満
場
一
致
に
よ
り
そ
れ
ぞ
れ
選
任
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、同
日
開
催
の
新
役
員
に
よ
る
理
事
会
に
お
い
て
正
副
理
事
長
他
の
互
選
が
行
わ
れ
、理
事
長
に
田
茂
井
勇
人

氏
、副
理
事
長
に
安
田
章
二
氏
、大
場
英
樹
氏
、先
染
代
表
理
事
に
木
本
正
樹
氏
が
そ
れ
ぞ
れ
選
任
さ
れ
、同
時
に
代
表
監

事
に
塩
見
晋
氏
が
選
出
さ
れ
る
新
執
行
部
体
制
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。な
お
、任
期
は
２
年
で
す
。

担
任
理
事　

江 

原　

英 

則　
〔
再
任
〕
与
謝
野
町
算
所

担
任
理
事　

渡 

邉　

正 

輝　
〔
再
任
〕
与
謝
野
町
岩
屋

理　
　

事　

楠　
　

 

泰 

彦　
〔
新
任
〕
与
謝
野
町
幾
地 

担
任
理
事　

梅 

田　

幸 

輔　
〔
新
任
〕
与
謝
野
町
岩
滝

担
任
理
事　

松 

田　
　

 

忍　
〔
再
任
〕
大
宮
町
善
王
寺

担
任
理
事　

篠 
村　

雅 

弘　
〔
再
任
〕
網
野
町
網
野

理　
　

事　

谷 

口　

能 
啓　
〔
再
任
〕
網
野
町
掛
津

理　
　

事　

川 

浪　

康 

希　
〔
再
任
〕
網
野
町
浅
茂
川

担
任
理
事　

山 

﨑　

正 

一　
〔
再
任
〕
久
美
浜
町
甲
山

監　
　

事　

松 

本　

経 

一　
〔
新
任
〕
大
宮
町
周
枳

監　
　

事　

井 

上　
　

 

肇   〔
再
任
〕
網
野
町
網
野

　

今
回
の
改
選
に
よ
り
次
の
４
名
の
方
々
が
退
任
さ
れ
ま

し
た
。

　

役
員
と
し
て
ご
尽
力
い
た
だ
き
ま
し
た
４
名
の
方
々
に

は
、丹
後
機
業
に
対
す
る
こ
れ
ま
で
の
数
々
の
ご
功
績
、ご

労
苦
に
対
し
感
謝
の
意
を
表
し
ま
す
と
と
も
に
、今
後
も
引

き
続
き
丹
後
産
地
、組
合
の
発
展
の
た
め
ご
指
導
賜
り
ま
す

よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

  　
　
　
　
　
　
　
（
敬
称
略
）

退
任
役
員
の
お
知
ら
せ

丹
後
織
物
工
業
組
合
役
員
名
簿
（
敬
称
略
）

山　

本　
　
　

徹　
（
与
謝
野
町
）

前　

田　

正　

明　
（
与
謝
野
町
）

宮　

﨑　

輝　

彦　
（
与
謝
野
町
）

川　

戸　

洋　

祐　
（
弥
栄
町
）

新
執
行
部
体
制
発
足

理　

事　

長

　

田
茂
井  
勇
人   〔
再 

任
〕

                               

網
野
町
浅
茂
川

代 

表 

監 

事

　

塩 

見　
　

 

晋   〔
再 

任
〕

与
謝
野
町
岩
屋

副 

理 

事 

長

　

安 

田　

章 

二   〔
再 
任
〕

与
謝
野
町
後
野

副 

理 

事 

長

　

大 

場　

英 

樹   〔
新 

任
〕

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

大
宮
町
河
辺

先
染
代
表
理
事

　

木 

本　

正 

樹   〔
新 

任
〕

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

丹
後
町
間
人
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絹友会総会　新役員決定！
　組合員の若手機業者で組織する「絹友会（きゆうかい）」は、去る6月21日（土）に総会を開催し、令和6年度の事業報
告・収支決算報告及び令和7年度事業計画・予算等の審議を行い、すべての議案が承認されました。
　また、令和7年度の新役員を下記の通り選出しました。

　絹友会は、若手機業者が自らのマインド向上と会員相互の親睦を図りながら、積極的な自主活動を基に意見交流を通して
産地の振興と発展に努めることを目的として、平成８年に結成しました。昨年度の主な活動としては、「よさのSUN SUN フェス
タ(与謝野町)」の出展、「第75回丹後織物求評会」への展示出展を行いました。
　会員は業種、業態を問わず18歳から40歳までの組合員事業所の若手経営者及び従業員としていますが、会員の減少によ
り運営や活動が困難となりつつあります。新規会員を随時募集中ですので、興味のある方は事務局までご一報ください。推薦
もお待ちしております。
　なお、当会の活動費として年会費を徴収させていただきますので、ご承知おきください。

〔お問い合わせ先〕 絹友会 事務局（TOC事業課）TEL 0772-68-5302

会　長　 小池聖也 氏【小池織物】　　（新任）
副会長　 
監　事
顧　問　 今井信一 氏【今井整経所】　（新任）

新役員紹介

渡邉正義元理事長　旭日双光章　叙勲
　当組合の渡邉正義元理事長が令和７年の春の叙勲に際し、国家または公共
に対し功労がある者の内、功績の内容に着目し、顕著な功績を挙げた者に対し
て授与される旭日双光章の栄誉に輝かれました。
　今回の叙勲は組合役員として長年にわたり産地振興に尽力され、さらに（一
社）日本絹人繊織物工業会の会長に就任時には、丹後産地のみならず全国の織
物産地の振興発展のために活躍されたことが高く評価されたものでありま
す。
　渡邉元理事長は平成９年、40代という若さで組合の理事に就任されて以後、
各種部会、委員会も含め積極的に組合事業に参画され、これらの活躍が認めら
れ平成17年より副理事長、平成19年より理事長に就任されました。以降は卓越
した指導力と行動力にて様々な組合改革に取り組み、特に年々生産量が減少
するなかにあって共同加工施設の在り方などを検討する「共同加工施設運営
検討委員会」を設置し、産地の将来を見据えた共同加工施設の運営方法などに
ついて一定の方向性を導き出すとともに、平成26年には産地の生命線である共同加工施設の老朽化した排水
処理施設の更新を英断し、将来に亘って国練検査制度を維持する道筋を作りました。
　また、平成26年10月、13年ぶりの改定をみた京都府絹織物業最低工賃について、賃織事業者の工賃低下が
著しい中、法令遵守について関係機関との懇談、要望を積極的に行うなど産地内事業者の取引改善運動を展
開されるなど平成29年に退任されるまでの間、産地振興に尽力された功績が認められたものであります。
　今後も織物振興のためにご活躍されることを祈念申し上げます。

堀井健司 氏【堀井織物工場】（新任）
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丹 工 資 料 室
昨年 9月に実施しました組合員機業実態調査の集計の一部を掲載いたします。

後染・先染別事業所数

後染
104（20.9%）

先染
326（65.5%） 0

100
104122

後染 先染 併用 その他 休業 合計
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17 22 33 38 18 17
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585
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与謝野町 京丹後市宮津市
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広　告

　組合では織物業及び関連業界に永年従事し、特にその技術が優秀で卓越し他の模範となる職人さんを表彰し、技術継承の一助にな
ることを願って認定制度を設けています。令和７年度の「丹後の職人」さんを下記により募集しますので、組合員・関連団体等からの推
薦をお待ちしています。

［募集期間］
 令和7年7月18日（金）～10月31日（金）まで

［認定資格］
　①職種における経験年数は概ね20年以上の方とし　
　　ます。
　②丹後織物に関連する製造工程に現に従事する者。
　③上記①②を満たし、なお卓越した技術により蓄
　　積された職人技を広く知らしめ、後継者の模範
　　となり得る者。

［対象となる職種］
　撚糸工、整経工、織布工、機拵え、経継ぎ、織機調整、　　　
　精練・染色加工、その他認定委員会が認める職種
　とします。

［推薦方法］
組合員、関連団体等により、所定の申請書類にて推
薦してください。

［提出先］組合本部 総務課
［審　査］　
　認定委員会にて審査のうえ決定します。書面審査お
　よび必要に応じてヒアリング、現場作業確認を行う
　場合もあります。

［表彰式］　
　認定者には、認定証および副賞（記念品）を贈り組合員
　等に広く公表します。
　毎年職種枠を考慮しながら5名を限度に認定します。

丹後の職人さんを推薦してください！

令和
7年度『丹後の職人』認定制度  【 募 集 要 領 】

本制度に係る募集要項・申請書様式は本部に備え
付けております。
また、組合ＨＰからもダウンロードできます。
 https://tanko.or.jp
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昭
和
三
十
八
年
十
二
月
二
十
八
日
　
第
三
種
郵
便
物
認
可
　
発
行
日
　
年
四
回
　
一
月
一
日
、
四
月
一
日
、
七
月
一
日
、
十
月
一
日

編
集
人
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　京丹後市、与謝野町および地域内の事業
者等が中心となり、関係行政機関、経済産業
団体、金融機関等の協力団体で構成する「丹
後オープンファクトリー実行委員会」では、
丹後の地場産業である丹後ちりめんや機械
金属業などのモノづくり、農業・漁業など多
様な現場を開放し、地域の魅力を広く発信
するオープンファクトリーイベントを開催
します。
　日本国際博覧会を契機に交流と共創を促し、丹後の認知度向上と誘客、持続
的な発展を目指します。

【イベント期間】2025年10月3日(金)～5日(日)
【イベントエリア】京丹後市および与謝野町

　　　　　　　　  （メイン会場：TANGO OPEN CENTER・野田川わーくぱる）

［問い合わせ］
丹後オープンファクトリー実行委員会事務局
・京丹後市商工振興課　TEL 0772-69-0440
  mail shokoshinko@city.kyotango.lg.jp

・与謝野町産業観光課　TEL 0772-43-9012
  mail sangyokanko@town.yosano.lg.jp

TANGO TEXTILE EXHIBITION 
第76回丹後織物求評会 出品募集
　来る10月22日（水）～25日（土）に亘り、「TANGO TEXTILE EXHIBITION　
第76回丹後織物求評会」を開催します。
　是非、自己商品のPRの場、また販路開拓の場として奮ってご出品いただき
ますよう、また出品に際しては早めにご準備いただきますようお願いします。

　求評会期間に連携し、各社のオープンファクトリー受入事業者も募集します。
イベントを一緒に盛り上げていただけるキッチンカー・ワークショップなども募集中です。

出品募集の詳細につきましては、7月下旬以降に組合HPにてご確認ください。
〈お問い合わせ〉TOC事業課 TEL：0772-68-5302  info@tanko.or.jp

会期
会場/丹後織物工業組合　特設会場・TANGO OPEN CENTER
◆10月22日(水)・23日(木)　審査会・展示商談会
◆10月22日(水) ～ 25日(土)　展示一般公開

【出品申込：8月18日（月）】
【出品部門（予定）】表地部門（後染）・裏地部門（後染）・小物部門・先染部
門・テキスタイル部門・男のきもの部門・プロダクト展示部門・プロダクト販
売部門　　※染め見本がなくても出品可能です。

2025年10月22日（水）～25日（土）4日間

地域一体型オープンファクトリー
丹後オープンファクトリー2025開催！

■最新の情報は、公式SNSをご覧ください。

@kyotango_openfactory 京丹後市オープンファクトリー

instagram facebook
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